発表要旨見本原稿/Sample Proposal


学内ネットワークを利用した英語講読教材開発

　A Web-integrated Reading Course
山田　太郎（ジャセット大学）

学生が自分の学習に対して主体的に責任を持つことを学び、一方教員は学生の学習の「facilitator」,　つまり進行役としての役割を果たすことが近年の英語教育では理想とされていることはいうまでもない。そのような環境では、言語はそれ自体が目的ではなく、様々な段階で必要に応じて教授・使用され、また最終的な成果は教員のみならずピアを含む様々な人々と共有されることが多い。今回の試みでも、インターネットとオンライン自習教材を利用した学習者主体の学習と必要に応じた言語教授、内容重視の学習、成果の共有などを主目的として開発を行った。…
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